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研究成果の概要（和文）：本研究では，様々な英語語彙指導法をデータベース化し，学習者の適性に応じて学習
成果を最大化する支援システムの構築を試みた。具体的には，どのような学習者がどのような英語語彙指導法に
対して最も高い学習効率を示すのか (適性処遇交互作用) をメタ分析により明らかにした。さらに，最適な指導
法に学習者を割り当てるための心理尺度による診断システムをデータベースに統合した。このような学習支援シ
ステムの妥当性を評価することで，英語語彙指導における適性処遇交互作用を包括的に説明する理論的枠組み
と，エビデンスに基づく英語語彙指導プログラムの提案を行った。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to create a database of English vocabulary teaching 
methods and to construct a support system that maximizes learning outcomes according to learners' 
aptitudes. A meta-analysis was conducted to determine which learners showed the highest learning 
efficiency for which teaching methods. Furthermore, a diagnostic system with a psychometric scale 
was incorporated into the database to assign learners to the most appropriate teaching method. By 
evaluating the validity of such a learning support system, this study proposed a theoretical 
framework that comprehensively explains the aptitude-treatment interaction in English vocabulary 
teaching and an evidence-based English vocabulary learning program.

研究分野： 英語教育

キーワード： 英語教育　語彙指導　メタ分析　適性処遇交互作用　適性　言語不安　外国語学習不安　心理測定

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，過去の膨大な一次研究を系統化することで，個々の研究成果に囚われず，統一的な指標から指導の
効果を評価できるメタ分析を用いた。適切なメタ分析から得られた知見は，エビデンスに基づく実践の枠組みに
おいて，最も妥当性の高い証拠として扱われる。英語語彙指導に関するメタ分析の結果が得られたことで，学習
者の個性に応じた指導が求められる外国語教育においては，学習者個々人の適性を正確に把握し，研究のエビデ
ンスに基づく指導法を選択していくことが可能になったと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 言語使用には様々な知識・技能が関わるが，その中でも語彙知識の占める割合は非常に大きい 
(e.g., Nation, 2013)。日本の英語教育においても語彙知識の重要性は認識されており，現行の学習
指導要領では指導すべき語彙数を以前の 2,200 語から 3,000 語に増やしている。2020 年度–2021
年度から全面実施の新学習指導要領では，小中高で指導する語彙数が 5,000 語へとさらに増える
ことが決まっている (文部科学省, 2017, 2018)。このような背景から，相当の語彙数を学習時間
の限られた日本の英語教育においてどのように指導すべきかが喫緊の課題になっていた (全国
英語教育学会, 2014)。 
英語語彙学習の成否を決める大きな要因は，教室外での取り組み方である (Schmitt, 2010)。語

彙学習方略の定まっていない学習者の場合，教室外での学習形態は教師の指示 (Gu, 2003) や学
習者の選好性 (Mizumoto & Takeuchi, 2009) で決まる。しかし，教師・学習者の語彙学習に対す
るビリーフが必ずしも最適な学習形態と結びつかないケースが多数報告されていた (e.g., 
Nakata & Suzuki, 2019; Oxford, 2013)。学習者の個性に応じた指導が求められる外国語教育におい
ては，学習者個々人の適性を正確に把握し，研究のエビデンスに基づく指導法を選択していくこ
とが「理論」と「実践」を統合するアプローチになるという背景に基づき，本研究を実施した。 
本研究は，外国語の語彙知識を習得するための最適な学習法を特定しようとする第二言語習

得研究を学術的背景として持つ。先行研究は語彙学習の成果を，大きく分けて，認知的要因と学
習者の個人差要因を中心に検証してきた。 
認知的要因について，語彙習得研究では単語の理解・記憶・検索といった認知プロセスの観点

から語彙学習の成果が検証されてきた。Nation and Webb (2011) は先行研究を統合し，語彙知識
の習得に必要な認知プロセス (気づき・検索・言語使用・記憶保持) を特定の指導法が適切に促
しているかを評価する Technique Feature Analysis を開発している。 
・気づき：その指導法には目標語に注意を向けさせる要素が含まれているか 
・検索：その指導法には目標語を思い出させる要素が含まれているか 
・言語使用：その指導法には目標語を創造的に使わせる要素が含まれているか 
・記憶保持：その指導法には目標語の記憶を促進させる要素が含まれているか 
しかし，語彙学習の成果は指導法・学習法の種類によって画一的に決まるわけではない。学習

者の心理的な特徴によって同じ指導法・学習法でも語彙学習の成果が異なることから，様々な個
人差要因が検証されてきた (Nation, 2013; Schmitt, 2010; Webb, 2019)。 
・学習方略：学習者によって好みの学習法があり，選好性の高い学習法ほど効果が高い 
・言語適性：暗記・帰納的学習能力などに対する適性によって効果的な学習法が異なる 
・学習動機：学習動機の高さによって効果的な学習法が異なる 
・学習不安：学習不安の高さによって効果的な学習法が異なる 
学習者の特徴に応じた最適な語彙指導法を決める研究は少なく，どのような学習・指導が，ど

の学習者に対して効果的なのかを解明するために「認知プロセスと学習者心理のインターフェ
ースを統合的に検証すること」が求められている (e.g., Suzuki & DeKeyser, 2017)。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の目的は，様々な英語語彙指導法をデータベース化し，学習者の適性に応じて学習
成果を最大化する支援システムを構築することであった。具体的には，どのような学習者がどの
ような英語語彙指導法に対して最も高い学習効率を示すのか (適性処遇交互作用) をメタ分析
により明らかにすることであった。さらに，最適な指導法に学習者を割り当てるための心理尺度
による診断システムをデータベースに統合することを試みた。このような学習支援システムの
妥当性を評価することで，英語語彙指導における適性処遇交互作用を包括的に説明する理論的
枠組みと，エビデンスに基づく英語語彙指導プログラムの提案を行った。 
 
３．研究の方法 
 １年目は，英語語彙指導に関わる国内外の実証・実践研究論文を包括的に収集し，メタ分析の
ためのコーディングと文献の質評価を行った。メタ分析では (a) 一次研究の大規模収集，(b) 収
集した文献のコーディング，(c) メタ分析に含める文献の適格性評価，(d) 効果量の統計解析と
いうステップを経た。その後，メタ分析に必要な記述統計量 (サンプルサイズ，平均値，標準偏
差) や指導法の種類，個人差要因 (e.g., 学習方略，認知機能，動機など) をリスト化し， Technique 
Feature Analysis により語彙指導法の特徴を分類・数値化した。 
 ２年目は，データベース化した文献が報告している指導法の効果量を解析し調整分析を行っ
た。効果量の統合方法として，各文献が報告している指導の効果量を計算した。メタ分析におけ
る効果量は標準化された Hedges g を指標として用いた。その後，調整変数分析によって，学習
者の個人差要因 (e.g., 学習方略・言語適性・動機・不安) によって指導の効果がどのように変化
するのかを検証した。具体的には，多読による語彙学習に適性を示すのは認知機能 (英文読解力) 
が高い学習者であるといった分析を行った。 



 ３年目は，どのような英語語彙指導法がどの学習者に対して効果的なのかを対応付けるため
の心理尺度の開発に取り組んだ。はじめに，英語語彙学習の成果を左右する学習者要因を測定す
る既存の心理尺度を包括的に収集し項目バンクとした (e.g., 学習方略：Gu & Johnson, 1996；言
語適性：Robinson, 2002；動機：Tseng & Schmitt, 2008；不安：Horwitz, Horwitz, & Cope, 1986)。そ
の後，質問項目が測定したい因子それぞれを反映していることを構造方程式モデリングにより
検証し項目応答理論を用いて学習者の特徴を適切に識別できる項目を抽出し，項目バンクから
測定上頑健な質問項目を精選した。さらに，心理尺度により数値化される学習者の個人差が，学
習者の実態を適切に反映していることを論証に基づく妥当化 (Kane, 2006) の枠組みで検証した。 
 ４年目は，構築したデータベースが学習者の適性に応じて最適な英語語彙指導法・学習法を提
案できるのかを評価した。まず，データベースが提案する英語語彙指導法の効果を，中高大の英
語教員の協力のもと教室現場で検証した。多読による語彙学習の場合，英文読解力が一定より低
い場合の指導効果は小さいが (Hedges g = 0.30–0.79)，高い学習者に対しては大きな指導効果が
期待される (Hedges g = 1.81)。このような予測が成り立つかを検討するため，各教室における実
際の指導効果を調査しメタ分析の結果との相関を分析した。教室での再現とメタ分析の結果を
基に，出版バイアス分析や GRADE 分析・エビデンスの質と推奨の強さを系統的に順位化するア
プローチと合わせ，結果を総括している。 
 
４．研究成果 
４．１．Hamada (2020) 
この研究では，英単語を付随的に学ぶ方法としての多読（extensive reading）の介入効果を評価

するため，メタ分析と傾向スコア分析を使用した。研究 1 では、Nakanishi（2015）と Jeon and Day
（2016）のメタ分析から，多読に期待される効果量を得た。研究 2 では対照実験において，224
名の英語学習者が介入群と比較群に分かれて多読活動に取り組んだ。その結果，適切なメタ分析
によって推定された効果量は教室での実践において再現できることを明らかにした。 
 
４．２．Hamada et al. (2021) 
 この研究では，英語語彙指導の効果を測定するため，日本人英語学習者向けの語彙サイズテス
ト開発を行った。具体的には，改訂版 JACET 基本語彙 8000 語リストを使用して，8,000 語レベ
ルまでの包括的なテストを作成した。テストの作成にあたり，基本語彙リストから頻度レベルご
とに名詞，動詞，形容詞，副詞がサンプリングされ，多肢選択式のテスト項目を作成した。また，
テスト項目の難易度や識別度を分析するために，3 パラメータ・ロジスティックモデルを使用し
た項目反応理論による推定を行った。その結果，多肢選択式に付随する課題である当て推量とい
ったテスト得点の信頼性を脅かす要因を極力排除した語彙サイズテストを開発することに成功
した。 
 
４．３．Hamada and Takaki (2021a) 
この研究では，Matsuda and Gobel (2004) の追試を行うことで，英語リーディング不安尺度

（Foreign Language Reading Anxiety Scale）の心理測定的妥当性を検証した。協力者は 165 名の日
本人大学生で，オリジナル研究と同一の手法でデータ収集および分析を行った。構造方程式モデ
リングを行った結果，読解不安尺度は 3 つの因子構造（英文読解の困難性，英文読解に対する自
己効力感，および言語間距離）を持つことを再現した。また，英語リーディング不安と教室での
成績との相関は弱いが，読解能力とは強い関連性があることが新たに示された。これらの結果か
ら，読解不安尺度が心理測定的妥当性を備えた有効なツールであることを主張した。 
 
４．４．Hamada and Takaki (2021b) 
この研究では，付随的語彙学習の主要なリソースとなる英文読解に対する多面的な不安が，学

習成績に及ぼす影響を調査した。具体的には，多次元的項目反応理論を使って，読解に対する認
知面の不安が学習者の習熟度に負の影響を及ぼす一方，授業における学習成績には影響しない
ことを示した。また，教室不安は授業における学習成績を予測する因子となることがわかった。
さらに，メタ認知に関する不安は，学習者の習熟度と授業成績の両方を予測する因子となること
を明らかにした。媒介分析では，読解不安が学習者の習熟度と授業成績を媒介する因子となるこ
とを示したが，読解不安が授業成績に及ぼす直接効果は依然として有意となることがわかった。 
 
４．５．Hamada and Takaki (2022) 
この研究では，英語リーディング不安の個人差を心理測定することで，教室での英語学習に苦

労している学習者を特定することを目的とした。読解不安尺度の回答データを潜在ランク理論
用いて分析することで，学習者を異なるグループに分類した。ランク 1 の学習者は認知面・心理
面・教室面での不安を示さなかった一方，ランク 2 の学習者は読解における英文法の処理といっ
た認知面に対する不安が高かった。ランク 3 に属する学習者は，英文読解に対する認知的な不安
だけでなく，自己効力感の低さといった心理面まで否定的に反応する傾向にあった。さらに，日
本語と英語の言語学的な違いも読解不安の要因となっていた。分析の結果，読解不安のスコアが
FLRAS の閾値（≥ 68）を超えた場合，授業の成績が急激に低下することを示した。 
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